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（昭和3,3 年］月lj日第3腫郵便特認可） ①
 

あなたの声を市政に％ソ 

はカ、きによる市政参加 
ー ，，・響ど：‘二 盤鷲誉s亡コ。 

お茶の間からの提言 ' .. 
」一…“・” ”‘・』“"“・”“・・’ 	・ 

や
あ
 
お
は
よ
う
 

あ
あ
 
お
は
よ
う
 

台
風
も
ど
う
や
ら
無
事
に
過
ぎ
た
 

た
わ
わ
な
稔
り
を
前
に
 

こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
明
る
い
笑
顔
と
な
る
 

サ
ク
サ
ク
と
鎌
の
音
が
こ
こ
ち
よ
い
 

ザ
ザ
ザ
と
バ
イ
ン
ダ
ー
が
進
む
 

う
ま
い
米
 
良
質
米
 

い
ろ
い
ろ
注
文
も
あ
り
 
す
る
こ
と
も
多
い
が
 

と
も
か
く
収
穫
を
急
が
ね
ぱ
 

タ
焼
け
が
明
日
の
天
気
を
約
東
し
て
く
れ
る
 

や
あ
 
ご
く
ろ
う
さ
ん
 

あ
あ
 
ご
く
ろ
う
さ
ん
 

ク
あ
な
た
の
声
を
市
政

に
4
市
で
は
、
豊
か
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め

「
市
民
自
治
に
よ
る
市

政
」
 を
め
ざ
し
、
市
民
の

は
が
き
に
よ
る
市
政
参
加

と
し
て
 
「
お
茶
の
間
か

ら
の
提
言
」
を
十
月
一
日

か
ら
ス
 
タ
ー
ト
さ

せ
ま

す
。
 

こ
れ
は
、
市
民
参
加
に

よ
る

「
市
民
の
た
め
の
市

政
」
を
一
歩
す
す
め

「
あ

な
た
の
五
所
川
原
」
実
現

の
た
め
、
よ
り
多
く
み
な

さ
ん
の
ナ
マ
の
声
を
ジ
カ

に
聞
い
て
、
み
な
さ
ん
が

市
政
に
何
を
期
待
し
て
い

る
か
、
を
知
り
ク
あ
な
た

の
声

4
に
応
え
ょ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
 

市
で
は
こ
れ
ま
で
公
聴
活
動

の
一
端
と
し
て
 「
あ
な
た
の
提

案
箱
」
を
設
け
た
り

「
あ
な
た

の
意
見
を
聞
く
集
い
」
や

「
り
 
 

ん
ご
ジ
ユ
ー
ス
の
集
い
」
な
ど

を
開
き
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望

を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
 

は
が
き
に
よ
る

「
お
茶
の
間

か
ら
の
提
言
」
 は
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
ナ
マ
の
声
を
、
生
活

の
場
で
あ
る
お
茶
の
間
か
ら
直

接
市
長
に
送
っ
 
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 

市
で
は
、
十
月
一
日
付

「
一
一

八
九
号
」
 
市政
ニ

ユ
 
ース
の

配
布
と
と
も
に
、
市
内
一
万
三

千
六
百
十
世
帯
の
毎
戸
に
市
指

定
の
は
が
き
を
一
枚
づ
つ
配
布

し
ま
す
。
こ
の
は
が
き
は
、
表

に
あ
ら
か
じ
め
あ
て
先
（
五
所

川
原
市
岩
木
町
十
二
、
五
所
川

原
市
長
佐
々
木
栄
造
）
が
印
刷

さ
れ
た
差
出
有
効
期
間
ー
力
年
 

（
昭
和
四
十
七
年十
月
一
日
ー
 

昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
ま

で
）
 
の料
金
受
取
人
払
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

あ
な
た
が
日
頃
市
政
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
こ
と
、
ご
意
見

苦
情
な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で

す
。
 ク
あ
な
た
の
五
所

川
原

市
4
づ
く
り
の
た
め
建
設
的
な

意
見
を
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
 

あ
な
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
措
置
し
、
直
接
文
書
ま
た

は
電
話
で
返
事
を
さ
し
あ
げ
ま
 
 

す
か
ら
、
は
が
き
を
お
出
し
の

際
は
あ
な
た
の
お
名
前
、
住
所

職
業
、
年
令

（
郵
便
番
号
、電

話
の
あ
る
方
は
電
話
番
号
も
）
 

を
書
い
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

配
布
さ
れ
た
は
が
き
を
お
出

し
の
あ
と
、
さ
ら
に
ご
意
見
を

お
寄
せ
に
な
り
た
い
人
の
た
め

本
庁
玄
関
案
内
と
各
支
所
の
窓

ロ
に
指
定
の
は
が
き
を
備
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お

持
ち
帰
り
願
い
ま
す
。
 

、
、
、
、
、
、
、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、・
 

園
地
の

整
備
 

計
画

は
早

め
に
 

り
ん
ご
園
土
地
基
盤
整
備
事

業
（
昭
和
四
十
八
年
度
ー
五
十

年
度
）
 の
実
施
を
希
望
さ
れ
る

農
家
の
方
は
、
早
め
に
市
農
林

課
農
政
係
に
計
画
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

昭
和

4
8年版
県

民
 

手
帳
予
約
受
付
 

▽
発
行
 
十
月
下
旬
 

▽
内
容
 
市
町
村
別
の
人
口

世
帯
数
、
有
権
者
数
、
農
家
数

な
ど
青
森
県
の
概
要
が
詳
し
く

わ
か
り
ま
す

（
日
記式
で
資
料

も
豊
富
に
載
っ
て
い
ま
す
）
 

▽
価
格
 
一
部
百
五
十
円
 

▽
？・r
約
締
切
 
十
月
十
日
 

▽
申
込
先
 
市
商
工
観
光
課

電
話
内
線
二

一
七
番
 



―「金多豆蔵」の木村さん 

市の無形文化財に指定 

住みよし、 

環境づくりに 

でんわ⑤1414 

生活環境バトロール本部 

②
 

ク
金
多

の
豆
し
ぼ

り
、
去
年

の
盆
か
ら

洗
っ
た
こ

と
ネ
ー
、
 

金
多
と
豆

蔵
は
、
い

つ
も
ア
 
ッ
 

．ハ
ナ
シ
ト

ト
ン
テ
ン
 

コ
、
 ト
ン
 

テ
ン
コ

ー
 

ク
土
く
さ

い
津
軽
弁

ま
る
だ
し

の
か
け
あ

い
で
、
津

軽
の
人
々

に
親
し
ま

れ
て
き
た
 

伝
統
あ
る
津
軽
人
形
芝
居
「
キ

ン
タ
、
 マ
メ
ジ
ョ
ウ
 （
金
多
豆

蔵
）
」
の
主
宰
者
、
木
村
幸
八

さ
ん
（
五
八
）
廿
市
内
旭
町
四

九
廿
は
、
九
月
十
六
日
市
の
無

形
文
化
財
第

一
号
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
前
田
野

目
か
ら
発
掘
さ
れ
た
須
恵
器
の
 

「
の
ぼ
り
窯
」
を
有
形
文
化
財

に
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
郷
土

芸
能
を
引
￥〈、
継
ぐ人
を
対
象
に

指
定
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て

で
す
。
 

十
月
一
日
か
ら

「
赤
い
羽
根
 

」
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
 

す
。
 

ご
存
知
の
と
お
り
こ
の
募
金
 

運
動
は
、
子
供
た
ち
の
施
設
や
 

恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
の
助
け
あ
 

い
に
使
わ
れ
ま
す
。
明
る
い
ま
 

ち
づ
く
り
の
た
め
、
共
同
募
金
 

に
協
力
し
ま
し
よ
う
。
 

な
お
当
市
の
四
十
七
年
度
目
 

標
額
は
次
の
と
お
り
で
、
 一
世
 

帯
百
二
十
円
を
目
標
に
奉
仕
員
 

の
方
が
毎
戸
訪
問
し
ま
す
の
で
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

（単
位
円
）
 
、
 

ク
金
多
豆
蔵
ガ
は
、
明
治
四

十
年
こ
ろ
に
、
西
郡
木
造
町
、
 

館
岡
の
故
野
呂
粕
次
郎
さ
ん
が

そ
の
こ
ろ
津
軽
地
方
に
伝
わ
っ

て
い
た

コ
豆
蔵
語
り
」
と
い
わ

れ
る
門
ず
け
芸
と

「
ヤ
ツ
チ
ヤ

飴
」
売
り
の
人
寄
せ
の
人
形
《lK
 

に
、
独
自
の
創
意
と
工
夫
を
こ

ら
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
 

ク
マ
メ
ジ
ョ
ウ
の
来
る
年
あ

世
の
中
い
い
ー
 

ナ
ス
も
、
キ
ウ
リ
も
ギ
オ
ギ

オ
だ
1

4
 

も
の

お
べ
 の
 
「
金
多
」
と

ク
ソ
ま
じ
め
の
 コ
旦
蔵
」
が
ゴ

ダ
グ
を
並
べ
て
幕
間
に
顔
を
出

し
て
か
け
あ
い
 

す
る
面
白
さ
に
 

ひ
か
れ
た
木
村
 

さ
ん
は
、
昭
和
 

九
年
、
二
十
一
 

歳
の
と
き
野
呂
 

さ
ん
に
師
事
し
 

ま
し
た
。
ふ
た
 

り
で
各
地
を
巡
 

演
し
て
い
ま
し
 

た
が
、
昭
和
十

1
 

」
名
釦
町さ
！
 

ん
が
亡
く
な
っ
 

て
か
ら
は
二
代
 

目
を
つ
ぎ
、
 一
 

h
 

時
は
弘
前
を
中

「同
。
「
 

心
に
県
内
は
も
，

,
 

ち
ろ
ん
東
北
、
轍
ぎ
・

北
海
道
ま
で
公
喝

1
上
 

▽
五
所
川
原
 
七

一
一
、
〇

〇
〇
 

▽
七
和
 
八
六
、
八
八
〇

▽
長
橋
 
八
三
、
〇
四
〇

▽
梅
沢
 
四
〇
、
〇
八
〇

▽
栄
 
七

六
、
二
〇
〇

▽
松
島
 
八
六
、
四
〇
〇

▽
三
好
 
七
四
、
六
四
〇

▽
飯
詰
 
八
三
、
八
八
〇

▽
中
川
 
六
三
、
六
〇
〇

▽
毘
沙
門
 
四
〇
、
二
〇
〇

▽
街
頭
募
金
六
〇
、
〇
〇
〇

▽
計

一
、
四
〇
五
、
九
二
〇
 

（
対象
世
帯
一
一
、
二
一
六
）
 
 

演
し
て
巡
り
ま
し
た
。
 

だ
し
も
の
は
、
勧
善
懲
悪
も

の
の
 「
自
雷
也
」
 「
岩
見
重
太

郎
ヒ
ヒ
退
治
」
 「
羅
生
門
」
な

ど
で
、
幕
間
に
顔
を
出
す
看
板

の
 
「
金
多豆
蔵
」
は
、
ク
津
軽

人
気
質
4
を
表
わ
し
て
津
軽
の

人
々
に
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
 

と
く
に
幕
の
お
わ
り
に
両
手

二
つ
手
使
い
に
よ
る
手
拭
、
傘

さ
ば
き
の
妙
技
を
発
揮
す
る
ク

傘
お
ど
り
4

は
、
木
村
さ
ん
の

至
芸
と
い
わ
れ
、
今
回
の
無
形

文
化
財
指
定
で
も
大
き
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

1
米

生
産
調
整

J
 

ー

の
お
知
ら

せ

L
 

八
月
中
旬
、
米
生
産
調
整

（
 

減
反
）
 に
と
も
な
う
奨
励
補
助

金
、
概
算
金
が
支
払
わ
れ
ま
し

た
が
、
協
力
さ
れ
た
方
で
申
請

確
認
、
加
算
金
な
ど
の
も
れ
が

な
い
か
、
い
ま
一
度
各
金
融
機

関
を
お
調
べ
く
だ
さ
い
。
 

申
請
、
確
認
、
加
算
金
な
ど

の
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
十
月

一
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
の

間
に
市
農
林
課
、
米
生
産
調
整

係
に
お
申
し
で
く
だ
さ
い
o
 

こ
の
期
間
内
に
手
続
き
さ
れ
な

い
と
き
は
、
四
十
七
年
度
の
奨

励
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
必
ず
お
申
し
で
く
だ
さ
い
。
 

市
の
無
形
文
化
財
の
指
定
を

受
け
た
木
村
さ
ん
は

「
こ
れ
も

亡
く
な
っ
た
師
匠
の
お
か
げ
で

す
。
喜
こ
び
を
ふ
た
り
で
分
ち

あ
い
た
い
。
師
匠
の
追
善
公
演

の
た
め
、
金
多
豆
蔵
の
発
祥
の

地
で
も
あ
る
館
岡
に
二
十
三
日
 

（九
月
）
行
き
ま
し
た
。
部
落

の
人
々
と
師
匠
の
位
は
い
を
前

に
人
形
を
操
り
ま
し
た
が
、
ふ

た
り
で
巡
演
し
て
い
た
と
き
の

あ
り
さ
ま
が
、
い
ま
さ
ら
の
よ

う
に
胸
に
浮
ん
で
き
ま
し
た
」
 

と
語
っ
て
い
ま
す
。
 

1
秋
の

防
犯
運

I
 

r
動
は
じ

ま
る
ー
】
 

こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
の
ー
カ
月
間
に
わ

た
っ
て

「
秋
の
防
犯
運
動
」
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
 

五
所
川
原
警
察
署
で
は
 

〇
盗
難
の
予
防
 

〇
少
年
の
非
行
の
防
止
 

〇
暴
力
の
追
放
 

を
重
点
に
運
動
を
行
な
い
ま

す
。
 

と
く
に
秋
の
収
穫
、
行
楽
期

に
は
盗
難
が
多
く
発
生
し
ま
す

の
で
つ
ぎ
の
こ
と
を
守
り
ま
し

よ
う
。
 

▽
外
出
す
る
時
は
、
戸
締
り

を
い
ま
一
度
確
か
め
て
か
ら
田

か
け
ま
し
よ
う
。
 

▽
隣
り
同
士
で
お
互
い
に
留

守
番
を
頼
み
あ
う
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
 

▽
自
動
車
は
必
ず
車
庫
ま
た

は
駐
車
場
に
保
管
し
、
路
上
駐

車
の
時
も
ド
ア
の
カ
ギ
の
か
け

忘
れ
、
 ェ
ン
ジ
ン

・
キ
ー
の
つ

け
放
し
は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

▽
自
転
車
は
カ
ギ
を
か
け
、
 

路
上
放
置
は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

『
赤
い
羽
根
』
 

共
同
募
金
始

ま
る
 

人形を操る木村幸八さん 

r
 



10月の明日を 

開く映画の会 

▽と き  10月21日 Cト） 

午後 2時～4時 

▽ところ 市民文化会館ホール 

▽上映映画 

「くずの葉ぎつね」 

「わんばく漂流記」 

家族みんなで楽しみ、ためになる映 

画でーす。 

入場は無料です。 

4
7年
度
「
市
施
設
見
学
会
」
 

こ
れ
ま
で
七
百
人
参
加
 

希
望
者
は
お
気
軽
に
 

四
十
七
年
度
の
 「
市
の
施
設
 

な
ど
八
カ
所
の
施
設
を
見
学
し

見
学
会
」
は
、
五
月
第
二
水
曜
 

ま
す
。
こ
と
し
最
後
の
見
学
会

日
か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
 

で
す
o
参
加
希
望
の
方
は
十
月

た
が
、
定
期
の
見
学
会
の
ほ
か
 

五
日
 
（
木
）
 ま
で
は
が
き
に
住

各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
施
設
 

所
、
氏
名
年
令
、
職
業
を
書
い

見
学
会
の
コ

ー
ス
に
も
な
っ
て
 

て
、
市
情
報
課
ま
で
お
申
し
込

お
り
役
立
っ
た
と
好
評
を
は
く
 

み
く
だ
さ
い
 （
定
員
五
十
人
）
 

し
て
い
ま
す
。
 

な
お
昼
食
代
と
し
て
百
円
い
 

こ
と
し
は
、
こ
れ
ま
で
一
一十
 

た
だ
き
ま
す
。
 

四
回
、
七
百
人
の
方
が
参
加
し
 

一ー
ー
・
一・
 

《
 

一
、‘
 

芭
受
つ
見
匙
b
、
勺
●
ニ
ケ

フ
こ
 
・

芹
『
一
 H
/
Iオ

I
ムク
。
リ
、
「
ん
ノ
へ
 

あ
な
た
も
ど
う
ぞ
 

め
て
認
識
を
深
め
て
い
ま
す
。
 

四
十
七
年
度
は
、
十
月
十
一

日

（
水）
 
で終
り
ま
す
が
、
当

日
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
、
市
役
所
前

（
集
合
）衛

生
処
理
セ
ン
タ
ー
、
津
軽
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
元
町
浄
水
場
 

重
要
文
化
財

の
 

申
 
請
 
を
 

市
内
に
は
、
貴
重
な
文
化
財

が
う
も
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
市
の
文
化
財
指
定
を
希
望

さ
れ
る
所
有
者
は
、
市
教
育
委

員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
の
文
化
財
指
定
は
、
申
請

に
基
づ
き
市
文
化
財
審
議
委
員

会
議
（
秋
元
省
一
一
議
長
）
に諮

っ
て
市
教
育
委

員
会

が
指

定

し
ま
す
。
 

実
り
の
秋
で
す
。
こ
と
し
も

お
米
は
豊
作
の
よ
う
で
す
。
 

さ
て
、
あ
な
た
は
国
民
年
金

を
納
め
て
し
ま
い
ま
し
た
で
し

よ
う
か
。
 

納
め
る
の
を
忘
れ
た
り
し
て
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
サ

イ
ク
リ
ン
グ
協
会
と
共
催
で
、
 

十
月
十
日
の
体
育
の
日
の
記
念

行
事
と
し
て
、
第
六
回
市
民
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ラ
リ
ー
を
行
な
い

ま
す
か
ら
、
市
民
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
五
月
か
ら
毎
月
第

一
日
曜
日
に
行
な
っ
て
き
た
、
 

お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
し

め
く
く
り
と
も
い
う
べ
き
も
の

で
、
参
加
で
き
る
人
は
、
原
則

と
し
て
小
学
校
四
年
生
以
上
の

男
女
で
そ
れ
以
下
の
人
に
は
父

兄
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
自
転
車
は
ど
ん
な
型

の
車
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
当

日
は
、
八
時
ま
で
に
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
い
た
だ
 

こ
の
う
ち
、
障
害
年
金
、
母

子
年
金
、
準
母
子
年
金
は
、
か

け
金
を
納
期
ま
で
に
納
め
て
い

ま
せ
ん
と
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
納

め
て

い
な
か
っ
 た
た
め
、
不
 

幸
に
も
交
通
事
故
で
夫
に
死
な

れ
た
方
や
、
出
か
せ
ぎ
先
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
遺
族
で
、
せ

っ
か
く
の
年
金
が
う
け
ら
れ
な

い
気
の
毒
な
例
も
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
納
め
方
で
、
秋
 
 

き
、
八
時
半
出
発
、
正
午
終
了
 

の
予
定
で
す
。
 

行
先
は
、
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
 

ク
恩
給
法
4
が
、
昭
和
四
十

七
年
六
月
二
十
二
日
、
法
律
第

八
〇
号
で
、
普
通
恩
給
の
年
額

が
四
十
七
年
十
月
分
か
ら
増
額

さ
れ
る
な
ど

一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
詳
し
い
こ
と
は
市
窓
ロ

サ
ー
ビ
ス
課
、
庶
務
係
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

▽
普
通
恩
給

（
普
通扶
助
料
 

）
 の
恩
給
年
額
が
、
昭
和
四
十

七
年
十
月
分
か
ら
一
〇
、
 一
％
 

秋
季
農
業
安
全
運
動
 

十
月
一
日
ー
 

十
月
三
十

一
日
 

ン
タ
ー
で
、
参
加
料
は
不
要
で
 

す
。
楽
し
い
ゲ

ー
ム
と
全
員
に
 

ォ
ヤ
ッ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
 

増
額
さ
れ
ま
し
た
。
 

▽
公
務
扶
助
料
の
年
額
二
十

四
万
円
未
満
、
増
加
非
公
死
扶

助
料

（
三
号扶
助
料
）
、
特
例

扶
助
料
の
年
額
が
十
八
万
円
未

満
で
あ
る
と
き
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一

十
四
万
円
お
よ
び
十
八
万
円
の

最
低
保
障
額
が
昭
和
四
十
八
年

一
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

▽
公
務
傷
病
恩
給
の
基
準
と

な
る
第

一
項
症
の
増
加
恩
給
年

額
が
八
六
％
増
額
さ
れ
、
傷
病

年
金
、
特
例
傷
病
恩
給
、
傷
病

賜
金
も
こ
れ
に
準
じ
て
引
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
 

▽
従
来
七
十
歳
以
上

（
七十

歳
未
満
の
妻
子
も
含
む
）
 の
者

に
は
、
最
短
恩
給
年
限
の
普
通

恩
給
ま
た
は
、
普
通
扶
助
料
が

支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の

者
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

▽
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
 

特
例
傷
病
恩
給
を
受
け
る
者
の

妻
に
対
す
る
扶
養
家
族
加
給
の

年
額
一
万
二
千
円
が
二
万
四
百

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

▽
軍
人
（
軍
属
等
の
対
象
範

囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
 
国
民
年
金
か
ら
は
、
老
令
年

一
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、
 

の
 
一
準
母

子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

一
婦
年
金
、
通
算
老
令
年

金
、
死

一
亡
一
時
年
金
の
八
種
類
の
給
付
 

一湾
「
ほ」ー

ー
 

「
た
ま
っ
て
い
 

る
」
と
い
ろ
い
 
実
り

の

《
秒
で
す
ノ

・
 

の
収
穫
時
に

一
年
分
を
ま
と
め

て
納
め
る
人
も
見
う
け
ら
れ
ま

す
が
、
こ
の
方
法
で
す
と
、
万

一
の
と
き
年
金
が
も
ら
え
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

秋
に
ま
と
め
て
納
め
た
い
人
は
 

こ
と
し
の
分
と
 

来
年
の
分
も
前
 

ろ
不
利
な
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

…
国
民
年
金
を
納
め
ま
し
ょ
う
・
・
・
 
も
っ
て
納
め
て

お
け
ば
ま
っ
た
 

く
安
心
で
す
。
前
も
っ
て

一
年

分
を
納
め
ま
す
と
か
け
金
も
割

り
引
き
に
な
り
お
得
で
す
。
国

民
年
金
の
か
け
金
は
納
期
ま
で

に
必
ず
納
め
る
か
前
納
す
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

恩
給

法

の
一
部
が
 

改
正
に

な
り

ま
し

た
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月 日 	 時 間 
10月 2 日・ 3日午前10時～午後 3時 

（水）午前10時～同11時半 
午後 1 時～同 2時半 

5日（木）午前10時～同11時 
I, 	午後 1 時～同 2時

ク 6 日 （金） 午前相時～正午 
,, 	午後i時～同 2時半 

I,円日（木）午前10時半～同n時半 
I, 	午後 1 時～同 2時 

"20日（金）午前相時～正午 
I, 	午後 1 時～同 1時半 
I, 	午前10時～同日時 
'I 	午前11時半～午後12時半 
,' 	午後 1 時～同 2時 

ク
日
 

昭和47年度、さ、秋の狂犬病予防注射、のお知らせ 

五所川原保健所は、市健康年金課の協力で次の日程で行な
います。 

飼い犬の登録も同時に受け付けしますので、ぜひこの機会
に登録してください。 

なお20日以降の三好、松島、梅田、中川地区は次号10月 15 
日付に掲載します。 

瞬
一
鷺
委花
だょ
思
 

‘
や
議
喜
〈γ
こ
三
‘
り
シi
 
i

‘
む
二
，
一
 

▽
ノ

コ
ン
ギ
ク
 
（
キ
 

科
）
。
 

津
軽
地
方

で
は
普
通
に

見
ら
れ
る
多
 

年
草
で
す
。
 

有
名
な

ク
ョ
メ
ナ

4
が
あ
り

ま
す
が
、
本
県
で
は
多
く
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
両
種
の
区
別

点
は
、
 ノ
コ
ン
ギ
ク
に
は
冠

毛
が
あ
る
が
、
 ョ
メ
ナ
に
は

冠
毛
が
な
い
こ
と
で
す
。
 

っ
て
い
る
人
が
多
い
一
年
草

で
す
。
 

和
名
は
、
ク
溝
に
生
え
る

ソ
バ

4
と
い
う
意
味
で
す
。
 

溝
や
水
辺
に
ピ
ン
ク
の
花
を

群
れ
咲
か
せ
る
さ
ま
は
見
事
 

で
す
。
こ
の

草
の
葉
形
が

三
角
形
で
、
 

牛
の
顔
形
に
 

津

軽

フ
ラ

ワ
ー
セ
ン

タ
ー
 

(1
0月上
旬

ー

1
0月中
旬
）
 

出
稼
ぎ
は
正
し

い
手
続
き
で
 

④
 
悪
質

募
集
に

注
意
 

出
か
せ
ぎ
者
で
、
ま
だ
悪
質

な
募
集
人

の
話
し

を
聞
い

て

出
か
け
、
 い
ろ

い
ろ
苦
し

い

思
い
を
し
て
い
る
人
が
あ
り
ま

す
。
 

働
く
人
を
直
接
募
集
す
る
に

は
、
知
事
か
労
働
大
臣
の
許
可

が
必
要
で
、
許
可
を
受
け
た
人

は
、
地
元
の
職
業
安
定
所
長
が

認
証
印
を
押
し
た
「
募
集
従
事

者
証
」
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
 

「
〇
人
つ
れ
て
き
な
さ
い
」
 

の
通
知
を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
職

業
安
定
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
安
定
所
に
求
人
の
連
絡
が

き
て
い
る
か
、
こ
と
し
の
雇
用

条
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
 

た
し
か
め
、
不
足
人
員
は
ど
う

し
て
集
め
た
ら
よ
い
か
安
定
所

の
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

前
に
い
っ
し
よ
に
働
き
に
行

っ
た
人
だ
か
ら
、
ま
た
は
近
所

の
人
だ
か
ら
ク
縁
故
ク
だ
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
間
違

い
で
す
。
 

「
縁
故
」
と
は
、
事
業
主
と

親
族
関
係

（
配
偶
者
、
六
親
等

以
内
の
血
族
お
よ
び
三
親
等
以

内
の
姻
族
）
 に
あ
る
者
、
従
前

か
ら
募
集
主
と
直
接
親
交
の
あ

る
者
で
、
こ
れ
以
外
は
募
集
行

為
と
同
様
に
規
制
さ
れ
ま
す
。
 

出
か
せ
ぎ
に
出
る
前
は
、
少

な
く
と
も
次
の
こ
と
は
た
し
か

め
て
く
だ
さ
い
。
 

紺
色
の
頭
状
花
を
つ
け
、
原

野
な
ど
に
生
え
る
こ
と
か
ら

和
名
が
つ
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
と
よ
く
に
た
草
に
、
 

「
事
業
主
の
氏
名
」
 
「
働
く

場
所
」
 
「
仕
事
の
内
容
」
 「
働

く
時
間
」
 
「
賃
金
は
日
給
か
月

給
か
」
 
「
日
給
の
と
き
実
働
八

時
間
の
賃
金
」
 
「
残
業
時
間
、
 

残
業
手
当
の
額
」
 
「
作
業
の
安

全
性
」
 
「
加
入
保
険
の
種
類
と

保
険
料
」
 
「
宿舎
や
寝
具
」
 「
 

食
事
の
状
況
と
費
用
」
 「
ー
カ

月
の
総
収
入
と
手
取
見
込
額
」
 

市
（
県
）
民
税

3
期

は
1
0月
3
1日
が
納
 

期
限
で

す
。
 

行
政
相
談
員
の
制
度
を
ご
存

知
で
し
よ
う
か
。
 

国
の
機
関
や
公
共
団
体
な
ど

へ
の
要
望
、
苦
情
を
的
確
に
処

理
す
る
た
め
、
市
に
は
相
談
員

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

十
月
十
五
日
か
ら
二
十

一
日

ま
で
は
、
全
国
い
っ
せ
い
の
ク

行
政
相
談
の
週
間

4
で
す
。
こ

の
期
間
に
限
ら
ず
、
常
時
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
市
の
窓

口
、
ま
た
は
相
談
員
の
自
宅
を

訪
問
し
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
 

▽
ミ
ゾ

ソ
パ
 
（
タ
デ
科
 

）
 
。
 
 農

家
で
は
豚
や
牛
に
食
ベ
 

・

さ
せ
て
も
い
ま
す
の
で
、
知
 
 

さ
い
。
 

▽
相
談
員
 
坂
本
甚
作
井
市
内

三
ッ
谷
、
電
話
⑤
三
〇
四
八
番

石
塚
音
次
郎
廿
市
内
布
屋
町

電
話
④
二
一
三
一
番
 

▽
窓
口
 
市
生
活
環
境
課
 

看
護
婦
、

准

看
護

婦
お

よ
び

助
産

婦

を

募
集
 

市
立
西
北
中
央
病
院
で
は
、
 

次
の
要
領
で

募
集
し

て

い
ま
 

す
。
 

に
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
津

軽
で
は
ク
ベ
ゴ
ノ
ツ
ラ

4
と

俗
称
し
て
も
い
ま
す
。
 

▽
募
集
人
員
 
若
干
名
（
時

間
パ
ー
ト
で
も
よ
い
）
 

▽
資
格
 
免
許
所
持
者
 

▽
手
続
 
履
歴
書
二
部
（
写

真
添
付
）
免
許
証
（
写
）
二
部

持
参
、
ま
た
は
郵
送
の
こ
と
。
 

面
接

日

は
後
日
連
絡
し

ま

す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
市
立
西
北

中
央
病
院
、
管
理
課
（
電
話
⑤

三

一
一
一
番
）
 
にお
間
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

新
日

本
紀
行
 

「
北
津

軽
」
2
日
放
送

毎
週
、
月
曜
日
、

N
H
K総

合
テ
レ
ビ
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
放
送
し
て
い
る

「
新
日
本
紀

行
」
ー
北
津
軽
ー
の
ロ
ケ
が
市

浦
村
ほ
か
そ
の
周
辺
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ロ
ケ
の
模
様
は
十
月
一
一

日
 
（月
）
総
合
テ
レ
ビ
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
八
時
ま
で
全
国

に
放
送
さ
れ
ま
す
。
 

市政ダイヤ )レ 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤ 4321 

1
0月
1
5日
か
ら
2
1日
ま
で
 

行
政
相
談
週
間
 

ノ
《
 r

 


	001
	002
	003
	004

